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517　 大腸 菌ゲ ノム DNA 配列の 再解析
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　今 日ま で に、大腸 菌を含め て 多数の 真正 細菌種の ゲ ノム 全 DNA 配列が決定 され
て い るが 、そ の 生物科学的な解析は必 ず しも進 ん で い な い 。 こ れ は、解析 の 第 1
段 階 とな る フ ル セ ッ トの 遺伝子 同定が正 確 に行われ て い な い た め で ある 。 遺伝 子
は 開始コ ドン で 始ま り終始コ ドン で 終わ る 区画で あるが 、ゲ ノム DNA 配列 中には
遺 伝 子以 外 に この 条 件 を満たす 区 画がそ の 数倍 も含 まれ る 。

本研究で は生物科学的な研究が最 も進 んで い る大 腸菌を例 に とり、そ の ゲ ノム 全
DNA 配列 を再解析 し、遺伝 子 を正 確 に 同定す るた め の情報科学理 論 を確立す る と

ともに、真正 細 菌全般 に応用 可能な遺伝 子同定 アル ゴ リズムの 構築を 目標 とす る n

　情報 科学 的 な遺伝 銅 司定 とは 、 遺伝子 で あ る こ と が 生物 学的 に保 証され て い る

少数 の 例 か ら、全 て の 遺 伝 子 に 共通 す る物理 的な姓 格を抽 出し 、 こ の情報 に照 ら
しなが ら全遺伝子候 補 （大腸 菌で は約 3，8000 個 ） を、本 当の 遺伝子 で ある ア タ リ
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的 に使用 され て い る 。 こ の よ うな 点で 、大 腸菌 の た め に は よ り高度な

情報科学 理 論 の ア ル ゴ リズ ム が 必要 とな る 。
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【目的】枯草菌ゲノ ム 解析 よ り細胞壁 溶解酵素遺伝子 が 26 存在す る こ とが 明

らか とな っ た．1）そ の 内
一

番 多い 遺伝 子 はN − acetylmuramoyl − L − alanine 　amidase 遺

伝 子 で 13 遺 伝 子 有 り ， 次 に ペ プ チ ド グ リ カ ン の ペ プ チ ド鎖 を 切 る

endopeptidase の 遺伝子 が 7 つ 存在 して い た ．2）そ こ で endopeptidase 遺伝子 の 1 つ

yqjLを含む 遺伝子 の 産物 の 細胞 で の 機能 を解析 した ．

【方法及び 結果 】 遺伝子 の 失活 に は挿入 失活 型 で la・Z レ ポ
ー

タ
ー

遺伝子 を持 つ

pMUTIN2 プ ラス ミ ドを使 っ た ．　 yqjL 遺伝 子 は 対 数 増殖後 期 に最 も強 く発 現 し，

定 常期 後期 に も発現が 見 られ た ． こ の 遺伝子 産物は C 末端 領域が 触 媒活性 ドメ

イ ン と推 定 され ，

一 方 N 末 端領 域 は細胞壁 結合酵 素に よ く見 られ るア ミノ 酸配

列の 繰 り返 し を持 つ ドメ イ ン か ら成 っ て い た ．そ の 活性 ドメイ ン をHis− tagを付

加 して 大腸 菌で 発現 させ ， 細胞壁 溶解 活性 を調 べ た とこ ろ ， pH 　5．5−8．5の 広 い

範囲 で 高 い 活 性 が認 め られ た ．yqjL と cwlE の 2 重 変異 株 は 単独 の 変 異株 に 比 べ

て ， 顕著 に細胞 が繊維状化 して お り， 両酵素 は細胞 の 分離 に 関係 して い た ．
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